
岩槻人形博物館
にぎわい交流館いわつき

●❷岩槻人形博物館
にぎわい交流館いわつき

時の鐘●❸時の鐘

岩槻城（ 門跡）●❹岩槻城（ 門跡）

岩槻城（本丸跡）
●❹
岩槻城（本丸跡）

岩槻城（二の丸跡）●❹岩槻城（二の丸跡）

岩槻城址公園
●❺

岩槻城址公園

太田の諏訪神社●❻太田の諏訪神社

願生寺●10願生寺 市民会館
いわつき

岩槻城址公民館

岩槻城
黒門
人形塚

岩槻城
裏門

稲荷神社

住吉神社

梅照院

知楽院

芳林寺

浄源寺

太田小学校

岩槻中学校

岩槻商業
高等学校

明慧寺

眞浄寺新成寺

岩槻郷土資料館

庚申堂

秋葉神社

愛宕神社

千手院

浄安寺

三峯神社

八雲神社

学蔵寺

大龍寺

岩槻区役所

東玉人形の
博物館

裏小路
公園

三町公民館

城町竹林公園

岩槻小学校文

岩槻小学校の
イチョウ

岩槻温水プール

岩槻本丸公民館

グリーンタウン
公園

岩槻橋

岩槻駅東口図書館
岩槻駅東口コミュニティセンター

一里塚跡

久伊豆神社

明戸天満宮

西光寺

〒

〒

岩槻駅岩槻駅

〒

東
武
野
田
線（
アー
バン
パー
クラ
イン
）

東
武
野
田
線（
アー
バン
パー
クラ
イン
）

岩槻図書館

日光
御成
道（
市宿
通り
）

日光
御成
道（
市宿
通り
）

横町通り

裏小
路

さいたま幸手線

さいたま幸手線

さい
たま
春日
部線

さい
たま
春日
部線

蒲生岩槻線

蒲生岩槻線

岩槻停車場線

岩槻停車場線

元
荒
川

田中口跡

岩槻駅入口

16

122

122

コン
ビニ

コン
ビニ

コン
ビニ

コン
ビニ

コン
ビニコン

ビニ

コン
ビニ

コン
ビニ

つきついわいいいわつわわわわつきわつきいいわわつつつついわつき寺生寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺生寺

裏小裏小小裏小裏裏小
路

裏小
路

裏小裏裏小裏小裏小小裏小裏小小小裏小小小小小裏小小小小小小裏裏裏小裏小裏裏裏

見世蔵●❶見世蔵

東玉大正館
●❾
東玉大正館

●❽岩槻藩遷喬館岩槻藩遷喬館

●❼ 鈴木酒造酒蔵資料館鈴木酒造酒蔵資料館

❹●●❹岩岩岩岩

岩槻城（三の丸跡）●❹岩槻城（三の丸跡）

岩岩

300ｍ

徒歩4分

200ｍ

徒歩3分

900ｍ

徒歩11分

見世蔵
●❶

願生寺
●❿

時の鐘
●❸

東玉大正館
●❾

岩槻藩遷喬館
●❽

岩槻城址公園
●❺

太田の
諏訪神社

●❻

岩槻人形博物館
にぎわい交流館いわつき

●❷

鈴木酒造
酒蔵資料館

●❼

400ｍ

徒歩5分

300ｍ

徒歩4分

400ｍ

徒歩5分

400ｍ

徒歩5分

100ｍ

徒歩2分

200ｍ

徒歩3分

300ｍ

徒歩4分

500ｍ

徒歩6分

800ｍ
徒歩10分

200ｍ

徒歩3分

600ｍ

徒歩7分

岩槻地区 ―城下町を歩く― 　行程 約5.6km

岩槻
地区

N

0 100 200 300

　岩槻駅
スタート

　岩槻駅
ゴール

コン
ビニ コンビニコース トイレ

　岩槻人形博物館を訪ね、岩

槻城址公園や時の鐘、藩校遷

喬館など岩槻藩ゆかりの地を

めぐり、歴史と伝統が息づく

城下町を歩いてみませんか。
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　浄土宗のお寺で、實相山西方
院願生寺といい、阿弥陀如来を
本尊としています。寺の創立は
大永年間（1521～28年）、寂誉
門入和尚の開山ともいわれてい
ます。
　市指定有形文化財の「阿弥陀三尊図像月待供養板碑」は室町
時代から盛んに行われるようになった月の出を待つ民間信仰で、
無病息災を願う「月待供養」の板碑と考えられています。

●❿願生寺

●❶見世蔵
　長谷川家は、江戸末期から白木綿
を扱う問屋を営んできました。白木
綿はかつて岩槻の主要な産物であ
り、「岩槻木綿」として有名でした。
この見世蔵は棟札等から明治10年の
建築とみられています。通りに面し
た土蔵造２階建の店部分と後ろに生活の場である主屋があります。
　平成28年（2016）に国の登録有形文化財になりました。

　祭神は健
たけ

御
み

名
な

方
かたの

命
みこと

で、社伝によ
れば岩槻藩主阿部正次が軍神とし
て信濃国諏訪上社から勧請したと
伝えています。
　江戸期を通して家臣の武術鍛錬
の祈願所でもありました。
　また、覆屋で覆われた本殿は建築の技法に江戸時代前期の特
徴がよく残されており、平成26年（2014）市指定文化財となり
ました。

●❻太田の諏訪神社

　明治４年（1871）創業からの伝
統の酒づくりを今に伝える歴史的
資料・道具類の展示や酒造りの工
程を紹介しています。
　併設の直売所では、お酒の販売
などを行っています。

●❼鈴木酒造酒蔵資料館

　岩槻藩主大岡家の家臣児
こ

玉
だま

南
なん

柯
か

によって寛政11年（1799）私塾と
して開設され、後に藩校となりま
した。県内に残る唯一の藩校で、
県指定文化財になっています。
　現在ある建物は教場として使わ
れていたものですが、かつては広大な敷地に武芸稽古場や菅原
道真を祀った菅神廟などもありました。
　明治維新後民間に払い下げられ、住居として使われた時期も
ありましたが、平成15年（2003）から18年（2006）にかけて復
元工事が行われ、現在の姿になりました。

●❽岩槻藩遷喬館

　大正時代後期に銀行として建て
られたレンガ造り２階建ての洋館
建築です。建物正面を３分割にし、
左右に窓を対象に配置した大正時
代の中小規模銀行の典型的な様式
です。
　平成19年（2007）国の登録有形文化財になりました。

●❾東玉大正館

　寛文11年（1671）岩槻藩主阿部正
春が設置し、その後、鐘にヒビが入
り音色が悪くなったため、享保５年
（1720）岩槻藩主永井直

なお

陳
のぶ

により改
鋳されました。かつては旧藩士が毎
日鐘を撞いていましたが、平成13年
（2001）に自動化されました。現役の「時の鐘」としては県内最古の
ものです。
　横にあるイチョウは、明治29年（1896）に岩槻藩主大岡家の宗家で
ある九条道孝侯爵によって植えられたもので、幹周り約4.7m、樹齢
約130年の巨木です。

●❸時の鐘

●❹岩槻城（大手門・本丸・二の丸・三の丸）
　岩槻城は15世紀後半に築かれた城
郭で、別名 “白鶴城”などとも言われ
ています。
　岩槻城が築かれた場所は現在の市
街地の東側で元荒川の後背湿地に半
島状に突き出た台地上に本丸、二の
丸、三の丸などの主要部があり、沼地を挟んで北側に新正寺曲輪、
南側に新曲輪・鍛冶曲輪等がありました。また、城と城下町を囲む
ようにして大

おお

構
がまえ

と呼ばれる土塁と堀が築かれました。
　明治期に本丸のほぼ中央部を貫いて、春日部に至る道路が整備さ
れたことなどにより、城跡の面影は無くなってしまいましたが、明治
時代に旧藩士たちによって製作された絵画資料「岩槻古城八景」に
より往時の岩槻城を伺い知ることができます。

　岩槻城址公園はかつて岩槻城の南
にあった新曲輪と鍛冶曲輪のあたり
に位置しています。これらの曲輪は
豊臣秀吉の小田原攻めに備え、岩槻
城の防衛のため築かれたともいわれ
ています。大正14年（1925）に岩槻
城跡として県指定文化財となりました。
　公園内には、市指定文化財の岩槻城城門（黒門）、裏門、ケヤキの
木などがあります。

●❺岩槻城址公園

　岩槻人形博物館は令和２年（2020）
に日本初の公立の人形博物館として
開館しました。
　人形とそれに関する資料の保存収
集と調査研究、展覧会や講座、ワー
クショップなどの活動を通じ、人形
文化の魅力を伝えています。
　同敷地内には、岩槻のまちなかに賑わいを生み、交流を促進する
拠点となる「にぎわい交流館いわつき」も併設されています。

●❷岩槻人形博物館・にぎわい交流館いわつき

見どころガイド岩槻地区

このマップは、2,000枚作成し、1枚当たりの印刷費は17円です。


